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＜今後の展示会・学会 予定＞ 

2015 年 2 月 ギフトショー（東京ビッグサイト） 

 

「金属射出成形 技術ニュースレター」は、 

金属射出成形に関する開発・設計者向けの技

術情報をお伝えする技術ニュースレターです。 

印刷の上、ぜひ貴社内でご回覧ください！ 

 

みなさまこんにちは。太盛工業社長の田中と申し

ます。われわれ太盛工業のテーマは「世界一の研

究開発型町工場」。わが社は従業員 50 人に満たな

い、いわゆる町工場です。しかし我々は技術で世

界に貢献することに挑戦し続けています。世界最

高峰の高精度を持つμ-MIM®や、多孔質金属はこ

のスタンスから生まれてきました。今後も研究開

発により技術を磨き、皆様に技術で貢献しつづけ

ます。これからも太盛工業にご注目ください。 

太盛工業社長が語る今月のコラム

  

１.受託測定・検査はお任せください！ 
最先端の検査・測定設備で、評価・測定
のスピードアップに貢献いたします。 

前回のニュースでは太盛工業の研究開発

室をご紹介しましたが、東大阪にある太盛工

業のリサーチラボでは、お客様の製品の材料

分析や強度分析などを行っています。μ

-MIM は世界最高峰の精度を誇る、太盛工業

の技術であり、その評価のために、微小・微細

部品に特化した分各種専用の分析装置や測

定機を、世界中から選定し、導入しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、画像測定機を例に取ると、日本製

の画像測定機は精度面では非常に優れたも

のを各メーカーが製造していますが、三次元

形状の微細部品を、短時間で、高精度に測

定するとなると、欧州メーカーの測定機に優れ

たものが多いのです。「なぜこんなに多くの、し

かも色々な国の装置があるのですか」とラボを

訪れた多くの方が言われますが、海外の製品

を初めから入れようと思ったからではなく、我々

が求める技術を追求してきた結果、自然と増

えてしまったのが実情です。導入してきた設備

は専門的かつ高効率なものが多く、お客様の

設備では測定に数時間かかるようなものでも、

太盛工業の設備なら十数分で終わるようなも

のあり、「自社の設備で測定するより、早いし、

正確だから」という理由で、受託での検査業務

をお願いされるケースも増えています。 

特に複雑形状、微小部品の測定については

太盛工業には日本一と言っても過言ではない

ノウハウと設備があります。測定・検査のスピ

ードアップをお考えの際は、ご相談ください。 

 

 

 

 

  

高精度の幾何公差部品の量産は MIM！ 

MIM という工法における利点はいくつもありま

すが、金属部品の量産性において、切削加工

と比較すると大きなメリットがあります。微細・微

小部品において生産上課題となるものは、精

度のばらつきです。特に同軸度や位置度など

高い幾何公差が要求されている場合、部品を

１つ１つ削り出して加工する切削加工は加工後

の製品の精度のばらつきが発生しやすくなりま

す。こういったばらつきを防いで生産を行わな

ければならないため、切削加工では、温度管

理や工具管理、検査等のコストが掛かり、割

高となってしまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品量産時の切削加工に対し、MIM の利

点は金型を利用できる点です。１つ１つ形状を

作る切削加工と異なり、MIM の場合は金型 

の形状で成形することで製品を得ることができ

ます。従って高い幾何公差が要求されている

量産部品も、金型により容易に量産可能となり

ます。特に切削時に歪み等が発生しやすい、

穴の同軸度やボスの位置度なども安定した量

産が可能となります。微細・精密部品の歩留ま

り向上、コストダウンにお悩みの方は、ぜひ太

盛工業のμ-MIM をご検討ください。 

2 月 ギフトショーにて新製品を発表します 

太盛工業では MIM のみにとどまらず、機能

性金属の開発、実用化を企業方針のひとつと

しています。多孔質金属についても、研究開

発室で開発、実用化した製品のひとつです。 

この多孔質金属は、性質を活かした様々な

アプリケーションが実現可能であり、電極や衝

撃吸収剤等多くの活用事例がありますが、2月

に出展する展示会では、この多孔質金属の新

しいアプリケーションを紹介します。 

展示会はノベルティや贈答品等にフォーカ

スした展示会である、ギフトショー。このギフト

ショーには太盛工業がパートナー企業と共同

開発したアロマディフューザーを展示します。 

多孔質金属で製作した金属部品にアロマパ

フュームを浸み込ませることで、これまでの素

材では実現できなかった高級感や素材感を

持った新しい製品を実現しています。 

関心を持たれた方はぜひ展示会へ！ 

３.新発売！多孔質金属活用 新製品 

２.μ-MIM による製品歩留まり改善 

▲μ-MIM 用 マイクロ金型 

▲高い幾何公差(同軸度)が要求される部品 

▲一般には測定時間が膨大なワークも短時間で測定可能 

▲多孔質金属によるパーツを組込んだアロマディフューザー 

太盛工業株式会社 代表取締役 
工学博士  田中 茂雄  

光学式 3 次元測定機（スイス製） 

走査電子顕微鏡（日本製） X 線 CT システム（日本製） 

３次元デジタイザ（ドイツ製） 
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